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吉岡　薫（千葉県防災危機管理部防災政策課）

千葉県における地震防災・減災の取り組みについて

千葉県における地震防災・減災の取り組みについて 

吉岡 薫（千葉県防災危機管理部防災政策課） 

１．はじめに 

	 自分だけは大丈夫．災害時など危機的な状

況に置かれた時，この心理状態（正常性バイ

アス）になることは，人間の特性といわれて

います．しかし災害時，本当に「自分だけは

大丈夫」と何もせずにいると，被災してしま

うかもしれません．	

地震や津波が発生し，危機的な状況にあっ

ても，その状況に落ち着いて対応できるよう

になるにはどうすればよいでしょうか？	

２．千葉県地震被害想定調査 

県では，住民の皆さんに地震に関する身の

回りのリスクを知り，行動を起こして頂ける

よう，千葉県地震被害想定調査（平成 26・27

年度）で，揺れやすさマップや液状化しやす

さマップ等を作成しました．	

（地震編）	

地震による揺れやすさは，ほぼその地域の

地盤状況（かたい・やわらかい）に影響され

ます．もし同じ強さの地震動が伝わった場合，

相対的な揺れやすさを示したマップが図 1 で

す．また，特定の地震を対象とせず，揺れの

強さ（震度 5 弱～6 強）や継続時間の長さで，

液状化の可能性を示した液状化しやすさマッ

プ（図 2）も作成しています．	

あなたの住む街の地震のリスクはいかがで

したか？	

私たちの力で地震の発生を止めることは出

来ませんが，自分の住む街の特性を事前に調

べ，それを踏まえて自宅の耐震化や避難路等

を確認しておくことが大切です．

図 1. 揺れやすさマップ 

図 2. 液状化しやすさマップの例 

（震度 6 弱，揺れの継続時間が短い地震） 

（津波編）

千葉県の東方沖の日本海溝沿いは，2011 年
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に発生した東北地方太平洋沖地震（東日本大

震災）の震源域の南側で，割れ残った領域で

あることから，今後大きな地震・津波の発生

が指摘されています．県ではその領域におけ

る津波の発生を想定し，人的被害の予測を行

いました．発災直後に皆が避難しない場合，

県全域で死者数が約 5,600 人となる一方で，

全員が発災直後に避難した場合は，約 10 人と

いう予測になりました．	

また，県では気象庁の津波警報を聞いた場

合にどこまで避難すればよいかの目安として

「津波避難のための津波浸水予測図」を，平

成 23 年度に作成しています．	

津波では，一刻も早い避難が重要です．安

全な避難には，津波による浸水想定範囲を知

っておくことも大切です．	

３．千葉県津波浸水予測システムの整備 

千葉県沖～北海道沖の日本海溝沿いの海底

には，常時，地震・津波を観測する S-net（日

本海溝海底地震津波観測網）が，（国研）防災

科学技術研究所によって整備・運用されてい

ます．	

千葉県では，その観測データに基づき詳細

な津波浸水予測を行う「千葉県津波浸水予測

システム」の整備を進めています．これによ

り，住民や観光客等の安全かつ迅速な避難行

動の支援，県や市町村における迅速な津波災

害対応を目指しています．	

４．足元を知って災害に備える 

事前に自分の住んでいる街の特性を知り，

発災時に持ち出す物を準備しておくことで，

地震・津波が発生し，危機的な状況にあって

も，落ち着いて避難行動できるようになりま

す．

県では，下記のサイトやパンフレット等を

作成しています．自分の住んでいる街の特性

や自分の防災力を確認し，日頃から準備をし

ておきましょう．

千葉県防災ポータルサイト：	

緊急災害情報，地震・津波，天気等の気象

情報など，県内の防災情報が確認できます．

「じぶん防災」のページでは，日頃からの災

害の備えと様々な知識を学ぶことができます．	

［URL］ http://www.bousai.pref.chiba.lg.	

jp/portal/（2018年12月11日確認）	

ちば地震被害想定のホームページ：	

揺れやすさマップや液状化しやすさマップ，

津波浸水予測図などを詳しく確認できます．

その土地がどのように利用されていたか（台

地，盛土・切土等）を調べることもできます．

［ URL ］ http://keihatsu.bousai.pref.chi	

ba.lg.jp/higaisoutei/index.html（2018年12

月11日確認）	

ちば地震防災ガイド（平成 28 年 9月発行）：	

	 地域別の災害リスクや地震被害に対する事

前の備え・発生時の対処方法などを掲載してい

ます．	

［URL］ https://www.pref.chiba.lg.jp/bou	

saik/guide.html	（2018年12月11日確認）

図 3. ちば地震

防災ガイド 

参考資料 

千葉県	 (2016)	 平成 26・27 年度千葉県地震

被害想定調査	 報告書．
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風岡　修（千葉県環境研究センター地質環境研究室）

千葉県内で発生した地震時の液状化－流動化現象の
メカニズム解明とその予防の考え方について千葉県内で発生した地震時の液状化－流動化現象の 
メカニズム解明とその予防の考え方について 

風岡 修（千葉県環境研究センター地質環境研究室） 

 

	 これまでの千葉県内で行ってきた地震時の

液状化－流動化に関する調査研究の現時点で

の到達点の概要を平成 30 年国立研究開発法

人 産業技術総合研究所 地質調査総合センタ

ー発行の「都市域の地質地盤図「千葉県北部

地域」（説明書）」の 6 章 6.4 に「東京湾岸埋

立地における規模の異なる地質体の地質構造

の相互作用（風岡ほか，2018）」として掲載し

た．この部分を抜粋することで本要旨とする．  

 

東京湾岸の埋立地においては，1987 年 12

月 17日に発生した千葉県東方沖地震時には，

千葉市以南を中心に液状化現象に伴う多数の

噴砂・噴水がみられた（古籐田・若松，1988；

陶野・安田，1988；Nirei et al.,1990など）．さ

らに，2011 年 3 月 11 日の東北地方太平洋沖

地震（Mj 9.0）時には，千葉市以北を中心に，

数十 cm の沈下を伴う大規模な噴砂・噴水と

いった液状化－流動化現象が再び発生した

（千葉県環境研究センター，2011a, b；国土交

通省関東地方整備局・公益法人地盤工学会，

2011 など）．この液状化－流動化現象の現地

調査の結果，噴砂・噴水をともない直径数十

mで沈下量が数 cm～数十 cmの大きさの局所

的な沈下部分が斑状にみられ，これらは幅 0.5 

km 程度の北東ないし北西に延びる数本の帯

内に集中する傾向にあること，この帯の位置

は概ね沖積層が厚い埋没谷上に重なることが

明らかとなった（風岡，2011；千葉県環境研

究センター，2011b）．この現象は，関東大震

災時の東京低地において建物被害が埋没谷上

に集中していた（復興局建築部，1929）こと

と同様と考えられる． 

このような液状化－流動化に伴う被害の大

きかった地点や隣接する被害の小さかった地

点においてオールコアボーリング調査や地層

断面調査が行われ，これらをまとめると，人

工地層内では特に厚い泥層と接する砂層部分

において著しい液状化－流動化が発生し（風

岡ほか，2000），地盤の沈下をともなっている

こと（風岡ほか，2014），液状化－流動化部分

は砂層の一部に限定され，泥層や貝殻密集層

では液状化－流動化の痕跡はみられないこと

が明らかとなっている（風岡ほか，2014 な

ど；宇澤ほか，2017など）． 

一方，東京湾岸地域の沖積層が厚く分布す

る埋没谷の中には，軟らかな沖積下部泥層・

沖積上部泥層及びややゆるい沖積最上部砂層

が厚く分布し，これら地層が地震動増幅に影

響を及ぼしていることが明らかとなってきた

（風岡ほか，2017）． 

以上のことを概念的にまとめたものが，第

1 図である．地震による液状化－流動化現象

は，ほとんどは人工地層の埋立アソシエーシ

ョン内で発生しており，中でも厚い泥層のバ

ンドルと砂層のバンドルとの境界付近に起こ

りやすい．その広がりは数 m～数十 m の規

模であるが，同様な条件を備える埋立地の中

でも今回液状化－流動化が発生した場所の多

くは，人工地層の下位に広がる沖積下部泥

層・沖積上部泥層及び沖積最上部砂層が厚い

幅数百 mの中に概ね重なる（風岡ほか，2017）．

すなわち，東京湾岸埋立地においてみられた

液状化－流動化現象は，規模の異なる地質構

造が複合した現象ととらえることができる． 
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第 1 図 東京湾岸埋立地北部における液状化－流動化部分の概念図（風岡ほか，2017） 
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宍倉正展（産業技術総合研究所　活断層・火山研究部門）

隆起痕跡からみた千葉県の地殻変動と地震履歴
隆起痕跡からみた千葉県の地殻変動と地震履歴 

宍倉正展（産業技術総合研究所 活断層・火山研究部門） 

 
１． はじめに 

千葉県は地質学的には日本で最も新しい県

と言えるかもしれない．千葉県を構成する地

層のほとんどは，比較的最近の地質時代に海

の底でたまっていたもので，それが地盤の急

速な隆起によって地表まで持ち上げられてで

きた大地だからである．隆起の原因の多くは，

基本的に相模トラフ沿いでくり返し起こる巨

大地震である．歴史的には，1703 年元禄関東

地震（M8.2）と 1923 年大正関東地震（M7.9）

（以下，元禄地震，大正地震と呼ぶ）が知ら

れ，房総半島南部では地盤が一度に 1	m から

数 m も隆起している．その隆起の痕跡は今で

も海岸沿いで観察でき，逆に痕跡から過去の

地震について知ることができる．ここでは隆

起痕跡から探る関東地震の履歴と千葉県の地

殻変動について紹介する．	

 
２．過去の地震による地盤隆起の痕跡 

隆起痕跡は，おもに波食棚と呼ばれる岩石

海岸地形が離水して形成された海岸段丘や，

岩礁に固着した石灰質生物の遺骸で認識され

る．元禄と大正の 2 回の関東地震の隆起痕跡

は特に明瞭であり（図 1），測地観測データの

ない元禄地震については，隆起痕跡の高度を

頼りに当時の地殻上下変動を復元することが

できる．元禄と大正の地震はいずれも陸のプ

レートに沈み込むフィリピン海プレートの上

面を震源としているが，元禄地震のほうが震

源域が広く，房総半島は場所により 6	m 以上

（大正地震時の 3 倍）も隆起した（宍倉，2000）． 
 
３．隆起痕跡から復元される地震履歴と将来

の予測 

房総半島南部沿岸には，元禄や大正の地震

の隆起痕跡だけでなく，もっと過去から同様

の隆起がくり返し起きてきたことを示す海岸

段丘が何段も発達しており，その高さは標高

30	m まで達する．詳しく見ると，元禄地震の

ような大きな隆起を示す段丘が 4-5 段，大正

地震のような比較的小さめの隆起を示すと考

えられる段丘が10段以上確認できる（図2）．

最も古い段丘は，縄文海進のピークであった

6000-7000 年前頃に形成されており，それ以

降，元禄のような地震が 4-5 回，大正のよう

な地震が 10 回以上発生していることを示す．

国の地震調査研究推進本部では，これらの海

岸段丘のデータに基づいて，関東地震の平均

図 1 歴史地震の隆起痕跡（館山市見物海岸） 図 2 くり返す地震性隆起を記録した海岸段丘 
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発生間隔が約 390 年，そのうち元禄タイプの

地震が平均 2300 年間隔で起きてきたとし，今

後 30 年以内の発生確率をほぼ 0〜5	 %（元禄

タイプはほぼ 0	 %）と評価している（地震調

査研究推進本部，2014）．南海トラフ沿い（70

〜80	%）などと比べると非常に低い確率で，

特に元禄タイプは今後 2000 年程度は起こら

ないように思える．しかし最近の研究によれ

ば，これまで元禄タイプと考えられていた地

震も，実は発生間隔が 500〜2800 年と幅があ

ることが明らかになっており（Komori	et	al.,	

2017），次の関東地震が元禄タイプになる可能

性も否定できない．		

４．残された課題 

関東地震の履歴は，段丘地形から見ると平

均約 390 年間隔であるが，元禄と大正の地震

の間隔は 220 年と短い．たまたま元禄と大正

の間が短かったのか，それとも段丘地形は侵

食等の影響で必ずしもすべての地震を記録し

ておらず，見かけ上長めの間隔を示している

のか，実態はまだ明らかになっていない．		

元禄より前の関東地震に関する歴史記録が

あれば良いのだが，いくつかの候補はあるも

のの，明確なものはまだ見つかっていない．

1293 年（永仁元年）に鎌倉を襲った地震は，

同時代の津波堆積物や隆起痕跡も見つかって

おり（Shimazaki	et	al.,	2011），有力な候補

の 1 つである．この場合，元禄とは 410 年の

間隔で，平均再来間隔とほぼ一致する．一方

で最近，その間の期間にあたる 1495 年に明応

関東地震があったという考えも提唱されてい

る（金子，2011 など）．この場合は永仁の地震

以降，おおよそ 200 年ずつ等間隔に起きてい

ることになる．しかし 1495 年に相当する隆起

痕跡は見つかっておらず，相模トラフ沿いの

地震であるという確証は得られていない．	

また地形・地質の面からは，侵食の影響を

評価する試みも進められており（宍倉ほか， 

2014），過去の隆起痕跡の欠損の可能性を検証

している．		

このほかの課題として，関東地震以外の原

因で生じる隆起運動が未解明である．千葉県

は長期的にみて全体が隆起傾向にあるが，実

は北へ行くに従い，関東地震による隆起の影

響が小さくなる．つまり関東地震以外の原因

を考えないと説明がつかない部分があり，そ

れがまだよくわかっていない．このため，中 

〜北部を大きく隆起させるタイプの未知の地

震が存在するのか，あるいはそもそも地震と

は関係のない定常的な隆起運動が生じている

のか，など様々な考え方で説明しようと試み

られている．		

５．おわりに 

地震は災害をもたらすやっかいなものと捉

えられがちだが，一方で千葉県は地震のおか

げで土地が生まれ，地震のたびに少しずつ面

積が拡大し，私たちに生活の基盤となる土地

を提供してくれたとも言える．地球の営みの

一つである地震は，私たちに恵みをもたらし

てくれる一面もあることを忘れてはいけない.

引用文献 

地 震 調 査 研 究 推 進 本 部 （ 2014 ）

　https://www.jishin.go.jp/main/chousa/　

kaikou_pdf/sagami_2.pdf（2018年12月11日確認）	

金子浩之（2011）伊東市史研究，10,	102-124.	

Komori,	J.	et	al.	(2017)	Earth	Planetary	

Science	Letters,	471,	74-84.		

Shimazaki,K. et	al.	(2011)	Jour.	Geophys.

　Res.	116,	B12408,	 doi:10.1029/2011 

　JB008639.

宍倉正展（2000）歴史地震，16，113-122．	

宍倉正展ほか（2014）活断層・古地震研究報

告，14，1-38.	
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九十九里浜で見つかった巨大津波の痕跡

澤井祐紀（産業技術総合研究所 活断層・火山研究部門）
九十九里浜で見つかった巨大津波の痕跡 

 

澤井祐紀（産業技術総合研究所 活断層・火山研究部門） 

 
１．研究背景 

古文書に残された記録から，千葉県の沿岸

は，大きな津波の被害を繰り返し受けたこと

が知られている．例えば，西暦 1677 年（延宝

五年）の延宝地震（あるいは延宝房総沖地震）

の際には，一宮町で 6～8m，勝浦市で 8m の津

波が記録されている（羽鳥，2003 歴史地震）．

また，西暦 1703 年（元禄十六年）の元禄地震

の際には，南房総市千倉の周辺で 8～10m，御

宿町で 5～8m の津波が記録されている（羽鳥,	

1975 地震，羽鳥,2006 歴史地震）．こうした記

録が残されている一方で，延宝地震以前の津

波については，その記録がほとんど残されて

いない．こうした背景から，産業技術総合研

究所では，延宝地震以前の津波の浸水履歴に

ついて，地質記録から明らかにしようとして

きた．	

 

 
写真．山武市における調査風景 

 
２．津波堆積物と掘削調査 

先史時代の津波による浸水の履歴は，「津波

堆積物」と呼ばれる堆積物を調べることによ

って知ることができる．津波堆積物とは，そ

の場所に津波が到達したことを示す直接的な

証拠で，湿地や沼地などの比較的静かな環境

の堆積物（腐った植物が堆積した泥炭や泥）

の中に，砂質の地層として認められることが

多い．昔の地図や絵図を確認すると，九十九

里海岸の多くの場所では沼地や湿地が点在し，

それらを埋め立てて水田としたことが読み取

れる．私たちは，この水田の下の埋もれた過

去の湿地の地層を観察するため，ハンドコア

ラーやジオスライサーと呼ばれる道具を使用

して，匝瑳市，山武市，一宮町において掘削

調査を行ってきた．	

 
３．九十九里で見つかった津波堆積物 

掘削を行った地域のうち，山武市と一宮市

については，泥炭層や粘土層の中に明瞭な 2

つの砂層を見つけることができた．砂層の中

には，海にしか生息していない有孔虫と呼ば

れる生物の化石が見つかった．また，当時の

地表面を削りながら砂が堆積した様子も見ら

れ，こうした特徴から，海岸あるいは海底の

砂や泥が，急激に当時の池や湿地に運搬され

たことがわかった．海岸の砂や泥を運搬する

ような作用は津波だけではなく，台風による

大きな波浪が考えられる．しかしながら，堆

積物の特徴や当時の海岸線からの浸水距離が

1	km 以上におよぶことなどから判断して，こ

の地域で見つかった砂層は津波による浸水で

堆積したものであると考えられた．	

 
４．津波堆積物の年代 

2 層の津波堆積物の年代は，放射性炭素年
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代測定法を用いた．この年代法は，放射性炭

素（14C）が大気中に一定割合で存在すること
を利用し，堆積物中の放射性炭素の濃度を計

測して堆積時代を推定する方法である．私た

ちは，津波堆積物の直下の地層から植物化石

（当時の池に繁茂していたヒシの果実など）

を拾い出し，それらに含まれる放射性炭素の

濃度を計測した結果，2 層の津波堆積物は約
1500 年前～約 400 年前にたまったものであ
ることが明らかになった． 
ここで 2 層の津波堆積物を上から A 層,B

層と呼ぶとすると，その年代からは判断して，

少なくともB層は延宝地震以前の津波堆積物
である可能性が非常に高い．つまり，1677年
延宝地震や 1703 年元禄地震による津波のよ

うな大きな津波は，千年という時間規模では

決して珍しいものではなく，九十九里浜は繰

り返し津波の浸水被害を受けていたことにな

る． 
 
5．謝辞 

	 最後に，本研究を行うにあたり，匝瑳市，

山武市，一宮町の地権者の皆さんには，調査

の趣旨をご理解いただき，掘削について快諾

いただきました．皆さんのご理解がなければ，

千葉県における津波浸水の履歴を明らかにす

ることはできませんでした．ご協力いただい

た方々に，記して感謝の意を表します． 
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小松原純子（産業技術総合研究所　地質情報研究部門）

九十九里平野の地下構造からわかるその成り立ち
九十九里平野の地下構造からわかるその成り立ち 

小松原純子（産業技術総合研究所 地質情報研究部門） 

 
１．はじめに 

20 m

Tamura et al., 2007

2006
009

2001  
2014-

2016

 

 

図 1. 九十九里平野の地下の概念図 
 

２．平野の下の埋没谷 

 
３．埋没谷を埋めている堆積物 

 
４．九十九里平野のできるまで 
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図 2. 2 万年前から現在までの九十九里平野の地史．上段：平面図，下段：断面図． 
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古山精史朗（東京海洋大学）・佐藤智之・荒井晃作（産業技術総合研究所）

音波で視る外房海底下の地質
音波で視る外房海底下の地質 

古山精史朗（東京海洋大学）・佐藤智之・荒井晃作（産業技術総合研究所） 

１．はじめに 

産業技術総合研究所ではこれまで陸域・海

域地質図を作成してきたが，大型船による調

査が難しい沿岸域は，これまで地質図上の空

白域となっていた．そこで沿岸域の地質情報

を整備し，陸・海域地質情報の継ぎ目を無く

す（シームレス化）ため，2008年度から沿岸
域の地質構造調査が開始された（沿岸域プロ

ジェクト）．このプロジェクトでは，これまで

石川県能登半島沿岸（井上・岡村，2010），新
潟県北部沿岸（井上ほか，2011），福岡県北部
沿岸（松本，2013），北海道勇払平野沿岸（佐
藤，2014），静岡県駿河湾沿岸（佐藤・荒井，
2016）と調査が行われており，2014年〜2015
年は房総半島東部沿岸域（北緯 34°56′〜
35°42′，東経 140°01′〜141°11′）を対象海域
として調査を行った（図 1）．本発表では，こ
の調査に基づいて作成した「房総半島東部沿

岸域 20 万分の 1 海底地質図」（古山ほか，
2019）の概要と，地質図作成で得られた知見

を元に外房海底下の地質の特徴について報告

する．

本研究では音波を用いて海底下の地質構

造をイメージングする反射法音波探査により

調査を行った．反射法音波探査は，船から音

源を曳航し，海底や地層から反射した音を用

いて海底下の地層をイメージングする手法で

ある．調査では 10 トン程度の小型船から音
源と，海底や地層から反射した音波を収録す

るマイク（ハイドロフォン）を 24個搭載した
ストリーマーケーブルを曳航しデータを取得

した．得られたデータは研究室にて専用のソ

フトを使用して処理を行い，海底下の二次元

地層イメージである「反射断面」として出力

した．なお本地質図では，海底の地形と地質

の特徴に基づき，鴨川海底谷を境に北側の九

十九里沖と南側の鴨川沖に対象海域を区分し

た（図 1）． 

２．九十九里沖の地形と地質構造

九十九里沖のうち，銚子から太東埼の沖合は

広い陸棚で特徴付けられる．また海底面はほぼ

平坦である．蓮沼の沖合では，陸棚外縁から南

東方向に片貝海底谷が発達する．太東埼以南〜

鴨川市の沖合にかけて，陸棚は次第に狭くなり，

やがて鴨川海底谷に接続する．この範囲の水深

100 m 以浅は起伏に富んだ海底地形を呈する． 

音響的な地層の特徴（音響的層相）に基づき，

地層を下位から下部〜中部更新統の九十九里

沖層群，上部更新統の蓮沼沖層群及び片貝沖層

群，完新統下部，完新統上部に区分した（図２）．

九十九里沖層群は，発達した成層構造が背斜構

造（地層が上に凸状に撓んだ構造）や断層によ

り著しく変形した内部構造を示す．蓮沼沖層群

及び片貝沖層群もまた成層構造が発達した地

層であるが，ほとんど変形していない．

図 1．反射法音波探査の測線図． 
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九十九里沖における地質構造として，旭市か

ら茂原市の沖合にかけて，おおよそ北北東−南

南西に延びる背斜構造が九十九里沖層群を変

形させる（九十九里沖背斜）．この背斜構造によ

り九十九里沖層群は概ね北西または南東に傾

斜する．また九十九里沖層群中には南北または

北北東−南南西に延びる多数の断層が発達する．

これらのほとんどは東落ちの正断層であるが，

西落ちの正断層が卓越する蓮沼の沖合では溝

状の地形であるグラーベンが形成される．これ

らの正断層群の特徴は，房総半島中部陸域に分

布する上総層群中に認められる正断層群と一

致していることから，上総層群の正断層群の海

域延長と考えられる． 

 
３．鴨川沖の地形と地質構造 

鴨川沖では，鴨川市の前面から南東方向に鴨

川海底谷が発達する．鴨川海底谷以南の陸棚上

は，最も広い場所でも幅 10 km程度となってい

る．鴨川沖の海底は江見沖以北でやや凹凸があ

るが，それより南ではほとんど平坦である． 
鴨川沖の地層は下位から，古第三系〜下部第

四系の鴨川沖層群，上部更新統の江見沖層群に

区分した（図２）．鴨川沖層群は，鴨川市江見沖

以北では内部構造をほとんど確認できないが，

それより南側では成層構造が変形した様子を

確認できる．江見沖層群は背斜構造や断層によ

り変形した内部構造を示す．なおこれらの地層

は，調査海域のほぼ全域で完新統に覆われる． 

鴨川沖では，南房総市富浦から南房総市和田

にかけて延びる石堂断層の海域延長と考えら

れる逆断層が鴨川市江見の沖合で東西方向に

延びる．この結果は先行研究とも整合的である． 
	

引用文献 

井上卓彦・岡村行信（2010）能登半島北部周

辺 20 万分の 1 海域地質図及び説明書.海

陸シームレス地質情報集数値地質図，S1．	

井上卓彦・木村治夫・岡村行信（2011）新潟

沿岸域20万分の1海底地質図及び説明書．

海陸シームレス地質情報集数値地質図，S2．	

松本	弾（2013）福岡沿岸域 20 万分の１海底

地質図及び同説明書．海陸シームレス地質

情報集数値地質図，S3．	

佐藤智之（2014）勇払平野沿岸域 20 万分の 1

海底地質図及び説明書．海陸シームレス地

質情報集数値地質図，S4．	

佐藤智之・荒井晃作（2016）20 万分の 1 駿河

湾北部沿岸域海底地質図及び説明書．海陸

シームレス地質情報集数値地質図，S5．	

古山精史朗・佐藤智之・荒井晃作（2019）房
総半島東方沿岸域 20 万分の 1 海底地質図

説明書．海陸シームレス地質情報集数値地

質図，S6．

 

図 2．本地質図における音響層序と陸域及び周辺海域との層序対比．古山ほか（2019）に基づく． 

	

図 2．本地質図における音響層序と陸域及び周辺海域との層序対比． 
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３次元地質地盤図で見る千葉県北部の地下地質
：災害リスクの観点から

納谷友規（産業技術総合研究所　地質情報研究部門）
３次元地質地盤図で見る千葉県北部の地下地質 

：災害リスクの観点から 

納谷友規，産業技術総合研究所，地質情報研究部門，平野地質研究グループ 

 
１．地質・地盤災害リスクと地質 

 
２．平野部における地質図の作成と３次元地

質地盤図 
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３．千葉県北部の地下地質の特徴と災害リスク 

 

 

 

する．東京湾の沿岸部や印旛沼周辺や利根川
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図　３次元地質地盤図による船橋市〜習志野

市付近の立体地質イメージ

 web 
 

 

URL: https://gbank.gsj.jp/urbangeol/（2018年
12月11日確認）
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利根川下流域における液状化層のトレンチ調査

水野清秀（産業技術総合研究所　地質情報研究部門）
利根川下流域における液状化層のトレンチ調査 

水野清秀（産業技術総合研究所 地質情報研究部門） 

１．経緯 

2011 年東北地方太平洋沖地震及びその余
震によって，利根川下流域では広範囲に液状

化被害が発生した．地質調査総合センターで

は，液状化の実態解明のため，千葉県環境研

究センターと共同で液状化した地域でのボー

リング調査，トレンチ調査などを実施した．

ここでは，地下水位が高い沖積低地でのトレ

ンチ調査法の要点と，剥ぎ取り標本にみられ

るいくつかの重要な液状化―流動化現象を示

す．

２．トレンチ調査の要点	

地下水位が高い沖積低地でのトレンチ調査

では，矢板で囲った範囲内をウェルポイント

工法によって地下水位を下げてから掘削を行

う．このとき，周辺への地下水低下と排水の

影響を考慮しなければならない．このような

調査では，経費が高くなるため，掘削面積と

調査期間をなるべく減らす工夫が必要となる．

一例を示すと，トレンチ壁面の片側を土嚢を

積んで掘削土砂置き場にする，液状化現象が

見られた箇所に限定した小規模なトレンチを

いくつか掘削する，壁面観察を効率よく行う

ために剥ぎ取り標本を作製して埋め戻し後に

じっくり考察する，などである．剥ぎ取り標

本の展示は，液状化－流動化現象の説明や理

解にも役立つ．齋藤ほか(2018)に調査手法の

まとめがある．	

３．トレンチ壁面にみられた液状化した地層

のいくつかの特徴	

地下水面下にある緩詰まりの砂層を覆って

泥層や土壌があったが，その中に大小さまざ

まな割れ目が見られ，泥層の厚さが急変する

位置に下の砂層から流動して発達した砂脈が

割れ目を利用して地表まで達していた．割れ

目の見られないところでは，土壌層を突き破

れずに，その底面に沿って側方に流動してい

る砂の層もみられた．別の砂脈中には，地表

にあったアスファルト砕石が落ち込んでいる

ところもみられた．また，砂層中に堆積構造

が消失したスポット状の部分が見られること

があり，そのような部分が発展して砂脈が形

成されると考えられる（小松原ほか,2018 参

照）．	

図１ 噴砂脈を含む地層の剥ぎ取り標本の例 

引用文献 

小松原	 琢・水野清秀・齋藤	 勝・細矢卓志・

卜部厚志・宮地良典・風岡	 修(2018)	2011

年東北地方太平洋沖地震による液状化層の

ボーリングおよびトレンチ調査の結果．地

学雑誌,	127,	361-389.	

齋藤	 勝・細矢卓志・風岡	 修・水野清秀・

佐藤光男(2018)	沖積低地における液状化

層トレンチ調査法の提案とその手順．地学

雑誌,	127,	391-407.
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九十九里海岸から採取された津波堆積物のはぎ取り標本

山武市における掘削風景

研究室におけるはぎ取り作業（試料は北海道のもの）

澤井祐紀（産業技術総合研究所　活断層・火山研究部門)

堆積物をきれいに採取する

裏打ち用の布をかぶせる

接着剤を流し込む

接着剤を乾かす

乾いた接着剤ごとはがす

本調査で採取した試料の一部を，「はぎ取り標本」 とし

て保存しました．はぎ取り標本を作製する目的は様々です．

①　はぎ取りの時にできる 『でこぼこ』 によって構造が

見やすくなる

②　その場にいなかった研究者と後で観察しながら議論で

きる

③　研究成果を肌で感じてもらえる

学術的な意味も大きいですが，単純に 「堆積物の表面を

綺麗にはぎ取る」 のは楽しい作業です．　

九十九里海岸から採取された津波堆積物のはぎ取り標本

澤井祐紀（産業技術総合研究所　活断層・火山研究部門 )
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山口和雄（産業技術総合研究所　地質情報研究部門）

九十九里平野，海岸付近の地下数 100m までの断面図

SB98-2

10km

SB98-1

SB98-A

九十九里平野，海岸付近の地下数100mまでの断面図

各測線沿いの垂直断面図．縦横比は深度方向に4倍．赤黒色の縞模様に見えるのが反射面．

山口和雄（産業技術総合研究所　地質情報研究部門）

　九十九里平野の沿岸陸域の3区間で，沖積層基底の形状把握，沖積層基底の埋没谷の存否確認，

深度数100mまでの地下構造解明などを目指して，反射法地震探査による地下構造調査を実施した．

　結果の概要は，

・沖積層基底面は，九十九里町域ではほぼ平坦，横芝光町域と旭市域では凹凸を伴う．局所的な

凹部は埋没谷と考えられる．

・沖積層以深は，九十九里町域と横芝光町域の反射面は深度600mまで捉えられ，断続的で特定の

傾斜は見られない．

・旭市域の反射面は先中新統基盤上面まで捉えられ，測線内での基盤の深度は900mに達する．さ

らに，多数見られる反射面の連続性は良好で整合の成層構造を示し，基盤上面も鮮明である．反

射面は見掛けで南西に傾斜し，堆積層は下位ほど傾斜が大きく南西に向けて層厚が増加する．

参考文献

山口和雄・伊藤忍・木下佐和子(2019)　反射法地震探査による九十九里平野沿岸陸域の浅部地

下構造　海陸シームレス地質情報集「房総半島東部沿岸域」　海陸シームレス地質図S-6，産業

技術総合研究所地質調査総合センター．

測線1(九十九里町，4.5km)
測線2(横芝光町，3.5km)
測線3(旭市，6.9km)

反射法地震探査の調査方法
・震源装置で地震波を発生させる．
・地下に進んだ波が地層の境界で反射し地表に戻る．
・地表に多数並べた受振器で反射波を捉える．
・データ処理により地下断面を作成する．
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房総半島東部沿岸域シームレス地質図

尾崎正紀（産業技術総合研究所　地質情報研究部門）

房総半島東部沿岸域シームレス地質図

尾崎正紀（産業技術総合研究所　地質情報研究部門）

　「房総半島東部沿岸域」は，太平洋プレートやフィリピン海プレートの沈み込みによって生じ

る地震活動の被害を昔から受けてきた地域である.震源域が房総半島南端を含む1703年の元禄関

東地震や1923年の大正関東地震など相模トラフ沿いで発生した地震や，近年では1987年千葉県東

方沖地震や2011年東北地方太平洋沖地震が知られる．産業技術総合研究所では，この地域が受け

てきた地震被害や地殻変動の特性を明らかにするために， 2013年から陸域から海域にかけての連

続したシームレス（縫い目のないという意味）な地質情報の整備を目的とした調査と研究に取り

組んで来た．今回，その調査・研究成果とともに既存の研究成果に基づき，特に第四紀以降の層

序と地質構造を整理し，新たに海陸シームレスな20万分の1地質図を作成したのでここに報告す

る．

引用文献

尾崎正紀・古山精史朗・佐藤智之・荒井晃作（2019）房総半島東部沿岸域の20万分の1海陸地質

図及び説明書（特に第四紀地殻変動について）．海陸シームレス地質情報集「房総半島東部沿岸

域」海陸シームレス地質図S-6，産業技術総合研究所地質調査総合センター.

房総半島東部沿岸域において作成した海陸シームレス地質図（尾崎ほか,2019)
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野々垣 進（産業技術総合研究所 地質情報研究部門）

地質地盤図
ー３次元で見る千葉県北部の地下地質ー

地質地盤図�
ー３次元で見る千葉県北部の地下地質ー

野々垣 進（産業技術総合研究所 地質情報研究部門）

　地震災害には，液状化や地盤沈下など，地下の地層の広がりに大きく関係するものが数多くあ

ります．また，このような災害の対策を考える上では，我々の足元がどのような地層でできてい

るかを表す「地質図」が重要な役割を果たします．

　産業技術総合研究所地質調査総合センター（以下，産総研）では，これまで日本全国の各地域

について，様々な種類・用途の地質図を整備してきました．しかし，これまでに刊行した紙媒体

の地質図では，平面図（一般に言う地質図）と地質断面図という２次元の図面の組み合わせに

よって地層の広がりを表現していました．このため，地質に関する知識をもたない方にとっては，

地下で地層がどのように広がっているのかを想像することは難しいのが実状でした．

　そこで，産総研では従来よりもわかりやすく使いやすい地質図の整備を目指して，千葉県北部

地域を対象とした３次元地質地盤図の作成に取り組み，その成果を「都市域の地質地盤図」とし

てウェブ公開しました（図１）．３次元地質地盤図の作成には，主に千葉県が収集・管理を続け

てきた土木・建築工事のボーリング調査データと，産総研が実施したボーリング調査データとを

利用しました．

　現在，公開したウェブサイトでは，以下

に記す４つの機能が利用可能です（図２）．

・地質（平面）図の表示

・産総研ボーリング調査データ

の表示とダウンロード

・指定した２点をつなぐ地質断面図

の作成（一部地域に限る）

・立体地質図の表示
図１「都市域の地質地盤図」ウェブサイトURL：https://
gbank.gsj.jp/urbangeol/（2018年12月11日確認）

図２　表示・作成可能な地質情報

立体地形図

地質断面図 ボーリング調査データ
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